
たんぽぽのクリームスープ

たんぽぽの葉40ｇ　たまねぎ1/2個
水カップ２　生クリーム50cc
スープの素小さじ１　塩、こしょう少々

①たんぽぽの葉は飾り用を残して、
　さっとゆでて水にさらしておきます。
②たまねぎはうすくスライスし、バター大さじ１でよく炒
　め、水とスープの素を加えて煮ます。
③あら熱をとったあと、たんぽぽの葉をしぼったものと一
　緒にミキサーにかけてこします。
④こしたものを鍋に移して温め、生クリームを加え塩、こ
　しょうで味をととのえます。
⑤器に入れ、たんぽぽの葉と花びらを散らして浮かべます。

たんぽぽの春サラダ

材料（2～3人分）

外
側
の
総
包
片
が

そ
り
返
る

こ
れ
が
ひ
と
つ
の

花
な
ん
で
す
！

作り方

編
集
を
終
え
て

料理：上野節子（小沢地区）

材料

たんぽぽの葉と花　レタス1/2個　
きゅうり1本　ロケットやチャービ
ルなどハーブを適宜　レモン1/2個　
グラニュー糖少々

作り方

①たんぽぽの葉は冷水でよくさらしておきます。
②野菜とハーブは食べやすい大きさに切って冷たくしてお
　きます。
③器に盛ってレモン汁をかけ、グラニュー糖を少しふり、
　上にたんぽぽの花を飾って出来上がりです。
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すそみ点滅交差点

セイヨウタンポポカントウタンポポ

そ
り
返
ら
な
い

たんぽぽ

※
協
賛
会
員
「
す
そ
み
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
募
集
中
！
　
　
一
口
３
０
０
０
円

敬
称
略

デ
ザ
イ
ン
・
小
沢
陽
子（
漆
所
地
区
）

つ
く
ば
市
神
郡神
郡
区
長

櫻
井
誠

つ
く
ば
市
神
郡

菊
地
つ
よ
い

つ
く
ば
市
臼
井

つ
く
ば
市
神
郡

つ
く
ば
市
筑
波

齋
藤
靖
夫

筑
波
大
学
教
授

出
口
正
義

土
浦
市
西
根

森
の
文
化「
草
木
染
」伝
承
者

他
１
名
の
方
か
ら

　
　
　
　
　
協
賛
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

つ
く
ば
市
臼
井

私たちが応援してます！

つ
く
ば
市
神
郡

里
山
建
築
研
究
所
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葉
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筑
波
山
の
懐
　｢

お
た
か
ら
山｣

の
前
で
一
軒

の
茅
葺
き
民
家
が
蘇
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

積
す
る
こ
の
地
を
情
報
発
信
の
大
き
な
舞

台
だ
と
位
置
付
け
、
腰
を
落
ち
着
け
て
、

つ
く
ば
の
歴
史
、
食
、
芸
能
を
よ
り
深�

く

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ば

書
物
の
置
き
場
所
探
し
か
ら
始
ま
っ
た
話

で
す
が
、
今
で
は
周
囲
の
友
人
達
が
盛
り

上
が
り
、
あ
そ
こ
は
こ
う
使
い
た
い
な
ど

各
々
思
い
巡
ら
し
て
い
る
よ
う
。
「
自
分

の
も
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の�

も
の
で
な
い
。

不
思
議
な
気
分
な
ん
だ
よ
」
と�

首
を
か
し

げ
る
入
澤
さ
ん
。
「
あ
な
た
は
地
域
の
大

事
な
宝
物
を
あ
ず
か
っ
て
、
公
共
建
築
を

つ
く
っ
て
る
の
よ
」
と
友
人
。

　
先
日
は
、
茅
葺
き
の
棟
仕
舞
が
仕
上
が

っ
た
こ
と
を
祝
う｢

ぐ
し
祭
り｣

が
行
わ
れ
、

遠
方
か
ら
の
友
人
達
や
ご
近
所
の
方
も
沢

山
み
え
ま
し
た
。
「
縁
あ
っ
て
こ
の
地
に

き
た
け
ど
、
さ
ら
に�

集
落
の
方
と
縁
を
も

ち
、
（
都
会
一
辺
倒
の
）
流
れ
を
変
え
て

＊
神
郡
の
里
山
建
築

研
究
所
は
、
筑
波
大

の
安
藤
邦
廣
教
授
と

共
に
、
地
域
の
古
民

家
や
集
落
を
研
究
し
、

住
ま
い
や
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の「
六
所
の
家
」の
設
計
監
理
も

行
い
ま
し
た
。（
里
山
建
築
研
究
所
　
居
島
）

飯
田
猷
子

い
き
た
い
」
と
い
う
入
澤
さ
ん
で
す
が
、

も
う
一
つ
の
夢
は
今
や
茅
葺
き
の
片
隅
に

追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
本
た
ち
の
「
背

表
紙
を
並
べ
て
見
る

こ�

と｣

だ
そ
う
で
す
。

筑波山の山麓一帯を「すそみ」と名づけました

発行・すそみろく編集委員会　TEL029-863-5151（NPO法人つくば環境フォーラム内）
第３号（平成19年4月30日）

※「
す
そ
み
ろ
く
」は「
都
市
と
農
村
を
む
す
ぶ
結（
ゆ
い
）づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、三
井
物
産
環
境
基
金
か
ら
一
部
助
成
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

第３号

アルバムを手にする吉江さん母娘

茅葺き民家を再生する

入澤美時さん

●
六
所
に
赤
シ
ャ
ツ
の
猪
が
や
っ
て
き
た

　
猪
年
の
入
澤
美

時
さ
ん
は
赤
い
Ｔ

シ
ャ
ツ
が
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
。
六
所

の
民
家
を
直
そ
う

と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、
建
替
え

が
決
ま
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
る

こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。

　
雑
誌
の
編
集
長
を
長
く
務
め
る

入
澤
さ
ん
の
部
屋
に
は
一
万
冊
を

超
え
る
本
が
ぎ
っ
し
り
。
本
の
棲

家
（
？
）
を
探
し
て
い
る
と
き
、

折
よ
く
旧
知
で
あ
る
筑
波
大
の
安

藤
邦
廣
さ
ん
か
ら
「
見
せ
た
い
空

き
家
が
あ
る
」
と
聞
き
、
つ
く
ば

に
足
を
運
び
ま
し
た
。
茅
屋
根
に

は
ぽ
っ
か
り
と
大
き
な
穴
が
あ
い

て
い
ま
し
た
が
、
柱
や
梁
組
み
の

簡
潔
で
力
強
い
構
造
に
感
激
。
そ

し
て
何
よ
り
、
こ
の
筑
波
山
の
懐
に
抱
か

れ
た
す
そ
み
の
風
景
に
心
惹
か
れ
ま
し
た
。

都
会
の
真
ん
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
仕

事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
ふ
と
し
た
と
き
に

東
京
か
ら
ほ
ど
近
い
こ
の｢

六
所
の
家｣

で
、

本
を
読
ん
だ
り
、
友
人
を
招
い
た
り
、
仕

事
を
し
た
り･･･

、と
す
ご
し
た
い
そ
う
。

　
入
澤
さ
ん
は
、
太
古
か
ら
の
歴
史
が
集

関東鉄道株式会社

029-822-3710

つ
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市
花
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株
）
中
野

中
野
秀
彦
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新
旧
の
出
会
い
が
隠
し
テ
ー
マ
の
コ
ー

ナ
ー
、
今
回
は
た
ん
ぽ
ぽ
の
話
題
で
す
。

春
の
花
の
代
表
、
た
ん
ぽ
ぽ
で
す
が
、
秋

や
冬
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
花
を
見
て
驚
い
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ
れ
は

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
、
明
治
時
代
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
や
っ
て
来
て
す
っ
か
り
日
本

に
す
み
つ
き
、
都
市
部
を
中
心
に
勢
力
を

増
大
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
関
東
地
方
に

元
々
あ
る
た
ん
ぽ
ぽ
は
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ

ポ
で
、
春
に
だ
け
咲
く
の
で
す
が
、
最
近

あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
造
成
地
な
ど
、

人
が
改
変
し
た
土
地
に
い
ち
早
く
入
っ
て

広
が
る
の
で
、
都
市
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ

ポ
を
追
い
や
っ
て
い
る
の
は
、
実
は
人
な

の
で
す
ね
。
農
村
地
域
に
は
カ
ン
ト
ウ
タ

ン
ポ
ポ
が
健
在
で
、
出
会
う
と
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
最
近
、
両
種
の
雑
種
が
セ
イ

ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
に
代
わ
っ
て
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。      

　
　
（
田
中
ひ
と
み
）

つくば駅発

蘇る古民家
折
々
の
俳
句
を
ア
ル
バ
ム
に

井
坂
敦
實

　
喜
ん
で
試
食
し
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
ス
ー
プ
」。

苦
く
て
胃
に
き
い
た
の
は
私
だ
け
？（
漢
方
で

は
健
胃
剤
）ス
ト
レ
ス
続
き
で
胃
が
弱
っ
て
い

る
よ
う
で
…
「
す
そ
み
」
の
里
山
は
山
桜
か

ら
新
緑
へ
。
田
ん
ぼ
に
水
が
入
る
と
、
本
当

に
美
し
い
。
こ
の
地
で
は
、
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
が
出
会
っ
て
何
か
が
生
ま
れ
て
い

く
よ
う
で
、
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
。
編
集
会

議
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い(

T)

日本でも高い技術を誇る筑波茅手に

より、「六所の家」の屋根は葺き替え

られた。材料はほとんど入澤さん達

が集めたもの。

◆９月　ワラ集め　近くの農家の田

から１反５畝分の稲ワラを集めた。

慣れない中腰作業で、翌日からうま

く歩けない程の筋肉痛に見舞われる。

◆10～11月　竹伐り　敷地から真竹

を、近隣から篠竹を200本ずつ伐る。

大雨に降られ、みな頭からずぶ濡れ。

◆12月　茅刈り　やさと茅葺き屋根

保存会の協力を得て、つくば市の高

エネルギー加速器研究機構(KEK)の�

茅を刈り取ることができた。約30駄。

現代の茅場だ。足りない分は霞ヶ浦

のシマガヤを購入。

◆１月　茅葺き　筑波山東麓の石岡

市から来てもらった茅手さん達はも

うすぐ80歳の人がほとんど。

　出来上がった屋根を見ていると、

職人さん一人一人の顔とともに、慣

れない作業に懸命に取り組んでいた

入澤さんの顔が思い出される。

　　（里山建築研究所　上野弥智代）

5
／
19（
土
）に
開
所
の
お
披
露
目
会
を
行
う

予
定
。
15
：
30
〜
16
：
00
舞
踏
家
の
森
繁
哉

さ
ん（
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
）の
お
祝
い

の
舞
踏
。
是
非
見
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

[

問]
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ま
で

茅葺き
奮闘記

よみがえ

蘇
っ
た
「
六
所
の
家
」

シュロ皮

杉皮

竹

篠竹

きりとび（ぐしの切り口）

古茅

稲ワラ

た
て
の

う
す
も
や

ほ
と
と
ぎ
す

　
立
野
に
住
む
吉
江
八
千
代
さ
ん
は
、
毎

朝
の
散
歩
が
日
課
。
そ
し
て
四
季
折
々
の

山
麓
の
景
色
を
俳
句
に
し
て
き
た
。
そ
ん

な
母
の
俳
句
に
娘
さ
ん
た
ち
が
着
目
。
母

に
写
真
も
撮
る
よ
う
に
頼
み
、
句
と
合
わ

せ
『
こ
こ
ろ
の
さ
さ
え
』
と
題
し
た
ア
ル

バ
ム
に
ま
と
め
た
。

「
田
植
え
が
済
ん
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
く

る
と
夏
だ
な
あ
と
感
じ
る
の
」
と
い
う
八

千
代
さ
ん
。
母
と
娘
で
作
っ
た
ア
ル
バ
ム

は
す
で
に
5
冊
に
も
な
っ
た
。

<

薄
靄
の
山
幾
重
に
も
時
鳥
　
八
千
代>

い
り
さ
わ
よ
し

と
き

む
ね
じ
ま
い

か
ん
ご
お
り

ど
う
く
に
ひ
ろ

あ
ん



六
所
神
社（
六
所
皇
大
神
宮
）跡
地

神
御
衣
祭

夏
の
着
物
に
衣
替
え

す
そ
み
歳
事
記

4.5月

田
井
小
学
校
上
棟
式
（
大
正
７
年
）

☎029-866-1837

　
お
話
：
櫻
井
誠
さ
ん

　
聞
き
手
：
里
山
建
築
研
究
所
　
居
島
、
上
野

　
六
所
集
落
の
北

側
の
山
懐
に
、
六

所
神
社
跡
地
が
あ

る
。
六
所
神
社
は

平
安
期
か
ら
近
代

末
期
ま
で
、
筑
波

山
の
祭
祀
を
司
っ

て
き
た
と
さ
れ
て

い
る
由
緒
あ
る
神

社
で
、
六
所
皇
大

神
宮
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
六
所
神
社
は

多
く
の
謎
を
秘
め
た
ま
ま
明
治
41
年
に
廃

社
と
な
り
、
祭
神
は
蚕
影
神
社
に
合
祀
、

御
神
体
は
宗
教
法
人
に
奉
遷
さ
れ
た
。
平

時
の
跡
地
は
清
掃
も
行
き
届
い
て
い
て
、

往
時
を
偲
ば
せ
る
静
か
な
佇
ま
い
を
み
せ

て
い
る
。

　
筑
波
山
神
社
の
祭
事
で
あ
る
御
座
替
祭

は
、
明
治
年
間
に
筑
波
山
神
社
が
建
て
ら

れ
る
ま
で
は
、
こ
の
六
所
神
社
で
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
た
。
古
来
よ
り
、
筑
波
山
は

神
体
山
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
古
書

に
は
、
古
代
の
参
道
は
、
こ
の
六
所
神
社

か
ら
夫
女
ガ
原
を
経
て
女
体
峰
に
続
い
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
筑
波
山
神
社
拝
殿
の
東
側
に
建
つ
赤
宮

(

日
枝
社
、
春
日
社)

は
、
六
所
神
社
と
同

形
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
赤
宮

社
殿
と
同
じ
社
殿
が
、
六
所
神
社
に
建
て

　
4
月
8
日(

日)

、
六
所
神
社
跡
地
に
お

い
て
、
御
神
体
を
預
か
る
都
内
の
宗
教
法

人
に
よ
り
、
御
神
体
の
衣
を
冬
の
着
物(

袷)

か
ら
夏
の
着
物(�

単
衣)

に
着
せ
替
え
る
「
神

御
衣
祭
」
の
神
事
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

た�

。
六
所
神
社
が
廃
社
さ
れ
て
か
ら
百
年

を
経
過
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
天
照
大
神

の
御
神
体
を
一
日
だ
け
郷
里
に
遷
座
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
古
式
ゆ
か
し
い
伝
統

行
事
を
見
よ
う
と
、

多
く
の
人
た
ち
が

神
社
跡
地
を
訪
れ

た
。
百
年
ぶ
り
に

東
京
か
ら
里
帰
り

さ
れ
た
天
照
大
神

の
御
神
体
、
は
た

し
て
ど
の
よ
う
な

想
い
を
抱
い
て
お

帰
り
に
な
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。

す
そ
み
の
田
植
え
　
ご
一
緒
に
！

（
場
所
は
い
ず
れ
も
つ
く
ば
市
神
郡
）

●
５
月
12
日(

土)

／
10
〜
15
時
／
参
加

費
９
０
０
円（
昼
食
付
き
）／
沢
水
だ
け

で
無
農
薬
の
米
づ
く
り
。
生
き
も
の
と

の
共
存
を
め
ざ
す
棚
田
で
す
。
生
き
も

の
に
詳
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
説
明
も
あ
り

ま
す
。
申
込
者
に
案
内
と
地
図
を
送
り

ま
す
。
小
雨
決
行
。

[

問]

0
2
9-

8
6
3-

5
1
5
1

N
P
O
法
人
つ
く
ば
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
５
月
20
日(

日)

／
10
〜
15
時
／
参
加

費
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
５
０
０

円（
昼
食
付
き
）／�

紙
マ
ル
チ
を
使
っ
た

無
農
薬
の
米
づ
く
り
、
黒
米
や
赤
米
を

手
植
え
し
ま
す
。あ
ぜ
で
太
鼓
演
奏｢

田

楽
舞
い｣

も
あ
り
ま
す
。
幼
児
〜
大
人
、

障
害
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も
。
持
ち

物
は
着
替
え
。
雨
天
中
止
。

[

問]

0
2
9-

8
6
6-

2
1
9
2

N
P
O
法
人
自
然
生(

じ
ね
ん
じ
ょ)

ク
ラ
ブ

紫
の
会
　
草
木
染
作
品
展

●
5
月
3
日（
木
）〜
5
日（
土
）／
10
時

〜
16
時
／
田
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
／

入
場
無
料
／
筑
波
山
系
の
樹
木
や
草
な

ど
で
染
色
し
た
布
に
よ
り
制
作
し
た
着

物
・
洋
服
・
カ
バ
ン
・
小
物
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。
紫
の
会
は
筑
波
山
周
辺
の

約
30
人
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
2
0
0
0

年
7
月
よ
り
月
1
回
活
動
。
筑
波
ふ
れ

あ
い
の
里
（
つ
く
ば
市
農
業
体
験
宿
泊

施
設
）
の
染
色
教
室
も
企
画
。

[

問]

0
2
9-

8
6
7-

0
7
0
9（
菊
地
）

か
ら
出
て
き
た
鏡
に
、
「
石
鳥
居
、
征
夷

大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
建
立
」
の
刻
文
字

が
見
ら
れ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ

て
お
り
、こ
の
こ
と
か
ら
、七
世
紀
の
中
ご

ろ
に
鎮
座
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

稲
葉
誠
二
（
六
所
地
区
）

絵：三橋啓子（田井小学校６年）

石のことならおまかせください。

森田石材

灯籠、墓石、石塀など
お気軽にご相談ください。

豊
か
な
村
の
財
政
を
支
え
た
共
有
林

地
域
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て
、
明
治
14
年

（
１
８
８
１
）
に
神
郡
が
共
有
地
に
、
さ

ら
に
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）
に
臼
井
村

も
共
有
地
に
加
わ
り
、
大
正
３
年
（
１
９

１
４
）
二
村
合
併
に
伴
い
、
１
６
０
町
歩

の
田
井
村
有
林
が
誕
生
し
た
。
明
治
25
年

か
ら
同
30
年
に
か
け
て
は
、
65
万
本
が
植

林
さ
れ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　
立
木
売
却
に
よ
る
収
入
は
、
大
正
６
年

２
０
５
０
円
、
大
正
11
年
１
９
０
３
円
、

大
正
12
年
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
12
年
の
収
入
金
は
、
村
財
政
の
26
％

に
も
な
っ
た
と
い
う
。
豊
か
な
財
政
に
支

え
ら
れ
、
夏
で
も
冬
で
も
計
画
的
な
農
業

が
出
来
た
こ
の
地
域
は
、
大
正
８
年
（
１

９
１
９
）
、
優
良
耕
作
地
と
し
て
認
め
ら

れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
村
で
火
事
に
な
っ

た
家
が
あ
れ
ば
、
７
間
×
４
間
分
の
建
築

材
を
無
償
で
提
供
し
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
昭
和
期
に
お
い
て
は
経
済

厚
生
モ
デ
ル
村
に
指
定
さ
れ
た
。

　
近
年
の
共
有
林
は
、
山
を
利
用
し
な
く

な
り
、
荒
れ
果
て
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

山
道
も
藪
と
な
り
人
が
通
る
こ
と
も
出
来

な
い
。
か
つ
て
、
人
々
が
手
入
れ
し
て
い

た
筑
波
山
系
は
、
か
な
り
美
し
い
所
だ
っ

た
い
う
。
自
然
環
境
や
里
山
を
求
め
る
人

々
が
増
え
て
い
る
ら
し
い
か
ら
、
少
し
ず

つ
で
も
か
つ
て
の
「
す
そ
み
の
さ
と
」
が

復
活
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
榎
田
智
司
（
六
所
地
区
）

　
筑
波
山
麓
は
、
古
代
よ
り
豊
か
な
土
地

だ
っ
た
。
文
明
の
栄
え
る
は
る
か
前
、
人

々
は
水
も
作
物
も
豊
富
な
こ
の
土
地
で
長

ら
く
過
ご
し
て
き
た
の
に
違
い
な
い
。
こ

こ
は
、
近
世
に
入
っ
て
も
、
経
済
的
に
豊

田
井
小
上
棟
式
の

　
　
　
　
写
真
が
語
る
山
の
歴
史

か
だ
っ
た
。
筑
波
山
の
一
部
は
田
井
地
区

の
共
有
地
と
な
っ
て
お
り
、
共
有
林
は
近

世
以
降
、
た
く
さ
ん
の
富
を
生
み
出
し
た
。

現
在
の
普
門
寺
に
あ
っ
た
田
井
小
学
校
は
、

大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
の
暴

風
雨
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
。
そ

の
た
め
翌
７
年
に
現
在
地
に
お

い
て
新
校
舎
を
建
設
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
材
料
は
共
有

林
が
使
わ
れ
、
地
元
民
が
協
力

し
た
。
そ
の
と
き
の
貴
重
な
写

真
が
、
森
田
源
美
さ
ん
宅
に
保

存
さ
れ
て
い
る
。
筑
波
山
を
バ

ッ
ク
に
、
誇
ら
し
げ
な
大
工
さ

ん
が
居
並
ぶ
姿
は
壮
観
だ
。
そ

の
建
設
費
は
、
１
万
９
７
３
３

円
（
現
在
額
で
２
億
円
ぐ
ら
い

か
）で
あ
り
、当
時
と
し
て
は
か

な
り
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
そ

う
だ
。
茨
城
県
で
一
番
立
派
な

小
学
校
が
出
来
た
と
言
っ
た
人

も
い
た
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
、
田
井
村
に
豊
富
な
資
金

力
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
江
戸
時
代
の
村
有
林
は
神
郡

村
、
臼
井
村
の
入
会
地
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
地
租
改
正
で
一
度

政
府
の
も
の
に
な
っ
た
も
の
が

つくば市小田4829

１
日
　  

筑
波
山
神
社
の
御
座
替
り
祭

３
日
　  

大
師
参
り
講
（
新
四
国
桜
川

        

八
十
八
カ
所
霊
場
巡
り
の
日
）

　
　
　
　
※
大
師
の
月
命
日
の
21
日
は

　
　
　
　
毎
月
お
参
り
。

10
日
　
　
六
所
神
社
の
大
祭
日
（
豊
作

　
　
　
　
を
祈
願
し
た
お
田
植
え
祭
）

◆
５
月

２
日
八
十
八
夜
・
苗
代
種
ま
き
　
御
幣

　
　
　
　
を
は
さ
ん
だ
二
股
の
ヌ
ル
デ

　
　
　
　
の
枝
を
苗
代
の
水
の
入
口
付

　
　
　
　
近
に
立
て
、苗
代
に
種
ま
き
。

は
じ
め
の
午
の
日（
旧
暦
）端
午
の
節
句

　
　
　
　
匂
い
が
強
い
菖
蒲
と
蓬
の
束

　
　
　
　
を
魔
除
け
と
し
て
家
の
屋
根

　
　
　
　
に
あ
げ
る
。菖
蒲
湯
に
入
る
。

田
植
え
が
終
わ
る
と
サ
ナ
ブ

リ
。
田
植
え
で
立
っ
た
苗
を

３
把
と
り
、
そ
の
う
ち
16
本

を
並
べ
て
根
元
に
糠
を
ふ
り

か
け
、
オ
エ
ビ
ス
サ
マ
に
あ

げ
て
豊
穣
祈
願
す
る
。

◆
４
月

（
木
村
嘉
一
郎
さ
ん
の
お
話
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
）

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
創
立
は
定
か

で
は
な
い
が
、
明
治
3
年
に
、
風
で
倒
れ

た
杉
の
木
が
石
鳥
居
を
壊
し
、
鳥
居
の
中

お
ざ
が
わ
り

ぶ
じ
ょ

木立に囲まれた六所神社跡地

袷から単衣に着せ替える神御衣の儀

い
り
あ
い
ち

た
　
い
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